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2026年4月19日

こむぎパソコン教室
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目次

◼ 生成AIについて

◼ 学び直しについて～リカレント・エンジニアリング

◼ DX（デジタル・トランスフォーメーション）について

◼ 半導体のサプライチェーン北上市について

◼ サイバー攻撃や情報セキュリティの重要性

◼ ネット社会で困らないために

◼ 皆さんにヒアリング

◼ まとめ
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今日の話は

生成AI、DX、半導体、セキュリティと幅広く
見えますが

全て、「学び直し」と「ITリテラシー」に
繋がっています。
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皆さん、思い出してください

20年前、スマホがこんなに普及する未来を想像
できましたか？

10年前、AIがこんなに普及する未来を想像でき
ましたか？

この先10年後はどうなるんでしょう。
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こむぎパソコン教室の和田優です

日商PC検定三科目一級（岩手県初）
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日商マスターとは企業や社会でITを活用できる人材を育てます
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生成AIが普及したら学び直しは必要ないのか
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いいえ、必要です。
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生成AIは魔法ではない
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HITL（ヒューマン・イン・ザ・ループ）
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日本のAIに関してのルール・ガイドライン整備状況
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現場で起きている問題の共通点

共通点は

 教育がバラバラ

 業務がバラバラ

 仕組みがバラバ
ラ

タイピングできる人
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まずはルール作りから
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リカレントとリスキリングの違い
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学び続ける仕組み＝リカレント・エンジニアリング
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学び直しロードマップ｜資格で見につく標準化と接続力
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人間APIの育成
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ITパスポートでは実際にこういう問題が出題されます
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日商PC検定（3級）では実際にこういう問題が出題されます
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DX（デジタル・トランスフォーメーション）とは何か？
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なぜ日本はDXが進まないのか｜日本の現状の手続き
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IT先進国エストニアとはどういう国？
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エストニアの仕組みとデジタル申請
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本当に人手不足なのか
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DXできない=特定の誰かが悪いわけではない
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人間APIとは｜データでつながる社会と学び直し



27

ワンスオンリーとは？
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理想の社会｜データでつながる社会（ワンスオンリー）
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世界をリードする日本の主な産業
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北上・江刺エリアは製造業クラスター
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北上市は半導体製造拠点
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北上市の半導体製造が止まるとどうなるのか
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サイバー攻撃は増加の一途をたどっている

サイバー攻撃は年々増加し続

けており、すでに企業活動にお

ける前提リスクとなっている。

2026年には約8,200億パケッ

ト規模に達する可能性

（指数関数的による試算）
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現場で起きていることの現実
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インシデントトラブルの本当の要因



36

インシデントトラブルとは何か



37

人が関与するインシデントの内訳



38

人の判断力が被害を止める



39

病院・薬局がサイバー攻撃を受けた際の損失・信用失墜リスク
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個人情報が現金に変わるルート



41

ITパスポートから学ぶ情報セキュリティ



42

10年～20年先 ITリテラシーで分断される



43

ネット社会で対応するために



44

情報格差とこれからの学び



45

Komugi Education Labo構想



46

Komugi Education Labo（実務力の実装）
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